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熱中症の事例と予防と対策





２０２３年の熱中症の災害

全国で熱中症による死傷者（死亡・休業４日以上）は、
827人（前年比266人・47％増）

全体の約４割が建設業と製造業で発生

熱中症による死亡者数は30人（前年比10人・50％増）

建設業（14人）や警備業（６人）で多く発生



災害事例

「休ませて様子を見ていたところ容態が急変した」

イラスト：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



災害事例

「倒れているところを発見された」

イラスト：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



水分補給について

★水分は摂ってはいたものの緑茶、コーヒーなどを

飲んでいた

★前日、アルコールを飲みすぎていた

★朝食を摂っていない

イラスト：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



水分補給について

利尿作用がある飲み物

紅茶 コーヒー 緑茶など

夏場は暑くて食欲がない 朝食を摂らない

イラスト：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



★小学生の子どもたちの試合
WBGTが25℃以上の場合は「飲水タイム」または

「クーリングブレイク」
28℃以上では「クーリングブレイク」を行います。

サッカーの試合



★飲水タイム １分程度
ライン上で、ラインの外に置かれているボトル
をとるか、チーム関係者からボトルを受け取る
★クーリングブレイク」 ９０秒～３分
日陰にあるベンチ、テント、更衣室など決められた
ところで、必ず全員集まる

サッカーの試合



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



厚生労働省：働く人の今すぐ使える熱中症ガイドより



ご清聴ありがとうございました

★産業保健関係者からの専門的なご相談は

神奈川産業保健総合支援センターまで
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